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4.1 はじめに
野依良治・名古屋大学大学院理学研究科教授が
2001年のノーベル化学賞を受賞した。昨年の白川英
樹・筑波大名誉教授(現総合科学技術会議議員)の
ノーベル化学賞受賞に引き続き、 2年連続でわが国
からノーベル賞受賞者が出たことは、わが国が着実に
研究成果を挙げてし泊証拠と言えよう。
こうした背景を踏まえ、本稿ではむだ国ーの論l}.CJ_;一対
士2国際詑個室主「ー 二連2:t三土庁'-;_おけるJ論玄-/X-
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4.2 自然科学・工学全体におけるわが国の論文
生産
Scienceの掲載論文における主要先進国のシェア
を図表1に、わが国に限定したシェアを図表 2に示す。
また、 Natureの掲載論文における主要先進国のシェ
アを図表 3(次頁)に、わが国に限定したシェアを図表
4(次頁)に示す。
なお、各論文の所属国は、著者の所属機関の所在
地から判断した。共著者の所属機関の所在地が 2カ
国以上となる場合は、論文の所属国を重複カウントし
た。例えば、ある論文が3名の著者によって書かれ、 1
名が日本の機関に、残り 2名が米国の機関に属する
場合、日本 I件および米国 1件とカウントした。
また、 1991'"'-'200年のデータは、 SCIデータベース
から集計したが、図表 2、4の 2001年のデータは、
Science、Natureからそれぞれ集計した。
図表1Science掲載論文における主要国のシェア
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(注)・対象論文は"ResearchArticles"， "Reports"および
"Reviews"。
.1998年は1月-11月の 1ヶ月分のみ集計。
・凡例は2000年のシェア順に表示。
図表2Science掲載論文におけるわが国のシェア
8 
。???
， ?
? ?
??
?????
?
?
。
91 92 93 94 95 96 97 98* 99 0001**(年)
(注) ・対象論文は図表1と閉じ。
.2001年は 1月-6月の6ヶ月分のみ集計。
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図表5主要国の論文発表数シェアの推移
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図表3Nature掲載論文における主要国のシェア
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-凡例は2000年のシェア1頂に表示。
わが国の分野別論文生産
(注)・対象論文は"Articles"、“ReviewArticles"および
Letters to Nature 
'1998年は 1月-11月の 1ヶ月分のみ集計0
・凡例は2000年のシェア1慣に表示。
わが国の分野別 RCA( Relative 
Advantage)を図表6に示す。
RCAとは、ある国の対象分野の論文数が、自然科
学・工学全体の論文数に占める割合を、全世界にお
ける対象分野の論文数の割合で、割った値で、ある。例
えば、 1997年における臨床医学分野の割合は、わが
国で22.2%、全世界で26.4%であり、わが国の同分野
の RCAは22.2%--;-26.4%= 0.841となる。 RCAがlを超
える分野は、わが国が力を入れている分野であると言
える。
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Comparative 図表4Nature掲載論文におけるわが国のシェア
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(注)・対象論文は図表 3と同じ。
，2001年は 1月-6月の6ヶ月分のみ集計。
図表6 わが国の分野別 RCA
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次に、自然科学・工学の全分野をカバーする SCI
データベースの収録ジャーナルを対象とした主要先
進国の論文、ンェアを図表51こ示す。
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増加している。前述の Sciぬenc印e、Natureのシエア増加
は、これに近づきつつあると見ることもできる。 9~年)
出典:NSIデータベース(Deluxe，1981-1998)をもとに科学
技術政策研究所が集計。
科学技術指標(H12年度)科学技術政策研究所
97 96 
」斗
95 94 93 92 91 
0.4 
29 
特集 わが国の研究成果(論文)に対する国際評価
4.4被引用回数による分野別の機関ランキング
ISI社が1991，..，_2000年の論文の被引用回数による
機関ランキングを、生物学・バイオテクノロジー、微生
物学、分子生物学・遺伝学、免疫学、神経科学、臨
床医学、薬学、動植物学、農学、コンピュータ科学、
環境、材料科学、エンジニアリング、地球科学、宇宙
科学、物理、数学、化学、心理学の19分野で、行った
結果、上_~三~_~J三七夜国ーりー機関が:_zX2::(X_~亡たf!?_!主、ー
生物主~!~j.生Z~空1 !=:l_2ゴー》同封:静思;主〉一物理>__{己主
り丘公竪である(図表7)。
これらのうち材料科学、物理、化学はわが国の
RCAが高い分野であり、わが国が力を入れている分
野には、世界をリードする機関があることが分かる。
図表7被引用回数による機関ランキング
(1)生物学・バイオテクノロジー
I1慎 機関 被引用位 回数
HARVARD University(米) 184786 
2 University of T exas(米) 149017 
3 UCSF(米) 93710 
4 東京大学(日) 79673 
5 NCI (米) 72923 
(2)材料科学
I1頂 機関 被引用位 回数
東北大学(日) 13889 
2 IBM(米) 13160 
3 UCSB(米) 12001 
4 MIT(米) 11723 
5 University of Ilinois (米) 9826 
(3)物理分野
I1頂 機関 被引用位 回数
AT&T(米) 98264 
2 東京大学(日) 92058 
311BM(米) 87982 
4 MIT(米) 86292 
5 I CERN(スイス) 85319 
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(4)化学分野
)1頂 機関 被引用 論文数位 回数
UC Berkeley(米) 57039 3846 
2 京都大学(日) 56981 7215 
3 東京大学(日) 56860 6781 
4 I University of T exas(米) 50919 4052 
5 I University of 48634 4287 
Cambridge(英)
'---
出典:Science Watch Vol. 12， No. 4内July/August 2001， ISI 
4.5ナノテクノロジーに関する論文動向
前章では既存の分野ごとに被引用回数が多い論
文を輩出している機関を概観したが、最先端の研究
テーマは、既存の分野に収まらない境界領域や融合
領域で進んで、いることが多く、従来の手法では論文の
引用動向について分析することが困難である。
本章では、最近、国内外で脚光を浴びている土よ
云:!!_r:':2ゴーり論去り~~l周動血J_;;_? ど_-:ç_，_!~!_社長調
且ι集託L立結果ーをtとJ:三概観土色ー
同社が、 SCIデータベースから1991，..，_2000年に発
表された論文のうち、タイトルや著者が記したキーワ
ードに“nano"が含まれる論文 32，605件を取り出し、
被引用回数によるジャーナルランキングを行った結果、
図表8となった。
図表 8から、自然科学全般を対象とする Science
や Natureを除くと、物理分野>__{己完全会里王子主持型空
会里~~Y_-t二ゴ~!~~~上立す~)_9_ι三;ィ:1::(~としていること
が分かる。
図表8ナノテクノロジーのジャーナルランキング
順位 ジャーナル 被引用回数 論文数|
SCIENCE 13341 2371 
2 APPUED PHYSICS 12586 11321 LETTERS 
3 NATURE 11312 1921 
4 PHYSICAL REVIEW 8 9525 820 
5 PHYSICAL REVIEW 8023 424 LETTERS 
6 JOURNAL OF PHYSICAL 6422 182 CHEMISTRY 
JOURNAL OF THE 
7 AMERICAN CHEMICAL 5582 270 
SOCIETY 
8 JOURNAL OF APPUED 5415 825 PHYSICS 
9 CHEMISTRY OF 5392 405 MATERIALS 
10 NANOSTRUCTURED 4893 1099 MATERIALS 
出典:Esser曲ISc慰問量1畑町宮d“陶峨吋川智"凪，201年10月
同様に国別、機関別、著者別のランキング結果は、
図表9のとおりである。
図表9ナノテクノロジー の国・機関・著者ランキング
(1)国別ランキング
順位 国 被引用回数 論文数
米国 92108 9993 
2 日本 26267 4251 
3 ドイツ 20673 3579 
4 フフンス 17168 2673 
5 イギリス 9466 1415 
6 スイス 8233 792 
7 中国 7653 3168 
8 カナダ 5707 754 
9 スペイン 5131 874 
10 オフンダ 4767 514 
(2)機関別ランキング
順位 機関 被引用回数 論文数
UC 8erkeley(米) 6591 393 
2 MIT(米) 5370 366 
3 Rice 
University(米) 4329 156 
4 18M(米) 4305 282 
5 NEC(日) 4016 140 
6 HARVARD 
University(米) 3278 155 
7 東北大学(日) 3244 485 
B University of 
lIinois(米) 3093 289 
9 Ecole Polytech 
Fed Lausanne(ス
イス) 3092 212 
10 US Navy(米) 3045 
L一一一一 302 
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(3)著者別ランキング
)1積 著者 被引 論文数
位 用回
数
Smaliey RE， Rice 
University(米) 3816 
2 Alivisatos AP， UC 
8erkeley(米) 3084 
3 Ajayan PM， NEC(日) 2659 
4 Ebbesen TW， NEC(日) 2424 
5 Thess A. Rice University(米) 2213 
6 Gratzel M， Ecole Polytech Fed 
Lausanne(スイス) 1980 
7 飯島澄男， NEC(日) 1959 
8 Rinzler AG， Rice 
University(米) 1937 
9 Dai HJ， Rice University(米) 1851 
10 井上明久.東北大学(日) 1719 
出典:ISI・ThomsonScientific社報告 (2001年10月)
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わが国は、園、機関、著者トップ 10にそれぞれラン
クインしている。
4.6おわりに
~ç_i~rrç.~.~.N鉱山旦り掲載論玄J;占め.生むがー国立~~­
~Z:}主増加i原凪l三あ児、.Þ.~.~国ιお 11，-主国ー際j震の.研
~.成農だー壇主主~~_~2三と点坊主主1之ーる且ー無論、両誌に
おけるシェアだ、けで、は、わが国の研究成果の評価に
不十分である。しかし、両誌は自然科学全般を対象と
し、かっ国際的に一流と認められているため、国別シ
ェアは、研究成果の評価における一つの注目すべき
指標となろう。
また、才f芝.?!._r:'2三izJ注旦:tるーとλ.過去J_Q.隼閉L
b点国民m昼型:立注ー日ーさーむ2論.玄主輩出L主主主ιこ
のような学際領域の論文動向の分析は、既存の分野
概念に沿って構築されたデータベースでは困難であ
ったが、今回 ISI社が用いた手法を利用することで、
他の学際領域(バイオインフオマティックスやシステム
バイオロジ一等)におけるわが国の論文の国際評価
を推測することが可能であろう。
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